第６回　江府町学校運営協議会【概要】

■期　日：令和３年３月２５日（木）１９：００～２１：００
■場　所：江府町役場　２階　多目的室　　　

＜会議出席者＞宮本会長、井上裕吉副会長、井上廉女委員、高津委員、遠藤委員、
藤原委員、中川委員、長岡委員、山本委員、瀬尾委員、竹内委員（欠席：小椋委員）
【事務局】富田教育長、景山課長、森田教頭、山本教頭、竹田Ｄ

１　開　　会
会長挨拶
２　協議
（１）	令和３年度の学校経営方針について　
①説明（江府小学校　瀬尾校長）令和3年度　江府小学校「学校教育目標」について
（江府中学校　竹内校長）令和3年度　学校経営方針（案）について
②質疑・応答
	委員
	小学校の裏山の整備について、危ない所を整備ということだが、危ない物を全て排除してしまっては、何が危ないのか逆にわからない。残しておいて、ここは危ないから気を付けよう、という方が分かりやすいし、体験から学べるのではないか。

	瀬尾校長
	全て撤去するのではなく、例えば目に刺さりそうな高さの枝やガラスの破片、大人が判断する所と子供が判断する所を考える、ということ。5年生くらいになると本当に危ない箇所が分かって、低学年の子の為に教員立会いの下、枝を切ったりしてくれる。一度PTAも含めて下見会をしてはどうかと思う。

	委員
	小学校のたくましい体づくりの50m走についてだが、小学校で50m走の機会はあるのか。

	瀬尾校長
	スポーツテストで実施する。柔軟性やボール投げの成績は良いが、50m走だけがガクッと落ちる。おそらく走る機会が少ないせいだと思うので、意識的に取り組みたい。

	委員
	50m走を速くするには100mを練習させる。業間体育でいつも練習するなどすれば、速くはなると思うが。

	瀬尾校長
	より良く子供が取り組むように、仕掛けづくりは必要かもしれない。例えばマラソン大会前は業間体育でマラソン練習をするが、その時にペースランナーとして「チーター」「うさぎ」などと速さを分けて健康運動委員の子供が設定し、それぞれの子についていくなどの目標を持って走っている。どういう方法にしても、子供が自主的に考えた方法で取り組みたい。

	委員
	中学校への質問。子供へ将来の夢を聞く場面はあるか。その内容の記録をとったりしているか。

	竹内校長
	高校選択時に、将来の夢を見据えた上で、高校選択をするよう話したりしている。職業講話を聞く機会もある。誰の夢が何、などの記録はとっていないが、教育相談の中で具体的な職業を出して話したりしている。

	委員
	中学校への質問。「つながりタイム」で地域の人に、という話があったが、具体案はあるか。

	竹内校長
	子供と地域の人が同じグループで１つのテーマについて話す、ということをしたい。子供達の世界が広がる非常に良い機会になると思う。例えば学校運営協議会のメンバーに参加いただくこともお願いしたい。



③承認
	会長
	以上の内容についてその他に意見が無ければ、承認とする。



（２）部会協議（30分程度）
　〇地域活性化部（井上副部長）　〇健全育成部（船越部長）　〇学習・行事支援部（高津部長）
　全体協議
	地域
活性化部
	下蚊屋荒神神楽体験学習について、小学校は11月27日土曜日の午前、土曜学習として江府小体育館にて。中学校は10月30日土曜日の午後、日輪祭の一環として町民体育館にて。詳細は今後詰める。
地域との交流案について。①旧俣野小学校での鳥取大学医学部学生との交流へ、子供との交流も追加する。②農業体験③昔遊び体験④昔話の聞き取り　など。主催は該当の集落を想定。

	健全
育成部
	ながら見守り活動について、昨年同様に行う。チラシ配布をし、名札は、現状のまま使用する。チラシ配布、強化週間の時期、キャラクター募集については、事務局にある程度任せる。
子供のボランティア参加について、イベント主催者に声掛けをし、小中学生のボランティアを募集するという方法で考えている。何人募集、などと決めるのではなく「何かお手伝いが出来れば」という程度の容易さが望ましい。

	学習・行事支援部
	大根クラブは野菜を替えて引き続き行う。野菜は未定で、秋頃に収穫出来る2種類くらいを考えている。収穫した野菜を給食試食会で使用する。町民の参加を増やす為8月頃から募集をかけるなどの工夫をする。
小学校の裏山整備について、早い時期に一度下見会をする。計画後はPTAとも連携してよりよい遊び場にしていく。
その他、中学校のつながりタイムへの参加、職業講話への関わり、地域出身で活躍している人と子供達の交流を考えている。


４　その他
５　閉会
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